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書 

 

日
本
で
は
、
少
子
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
二
〇
二
二
年
の
日
本
の
出
生
数
（
速
報
値
）
は
七

十
九
万
九
千
七
百
二
十
八
人
と
七
年
連
続
で
過
去
最
少
を
記
録
し
、
同
年
の
自
然
増
減
数
（
速
報
値
）
は
マ
イ
ナ
ス
七
十
八
万

二
千
三
百
五
人
と
、
過
去
最
大
の
減
少
と
な
っ
た
。
出
生
数
の
速
報
値
に
は
、
日
本
で
出
産
し
た
外
国
人
、
外
国
で
出
産
し
た

日
本
人
の
数
を
含
む
た
め
、
日
本
で
生
ま
れ
た
日
本
人
だ
け
に
限
れ
ば
、
も
っ
と
少
な
く
、
少
子
化
の
深
刻
さ
は
明
ら
か
で
あ

る
。 

 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
二
〇
一
七
年
の
発
表
に
よ
る
と
、
速
報
値
に
よ
る
出
生
数
が
八
十
万
人
を
下
回
る
の

は
二
〇
三
三
年
で
あ
り
、
予
想
よ
り
十
年
早
い
。
政
府
は
、
そ
の
原
因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
修
正
し
た
今
後

の
人
口
動
向
の
試
算
を
し
て
い
る
の
か
。 

 

急
激
な
少
子
化
と
人
口
減
少
と
い
う
難
局
に
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
も
っ
て
対
策
を
し
て
い
く
の
か
、
政
府
の
見
解
を
求

め
る
。 

 

ま
た
、
少
子
化
に
よ
り
人
口
の
減
少
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
社
会

保
障
を
減
ら
す
か
移
民
を
含
め
た
人
口
増
対
策
か
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
政
府
の
見
解
を
求
め
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る
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右
質
問
す
る
。 


